
企業理 念

○  人に興味を持とう
○  新しいことに興味を持とう
○  未来に興味を持とう

行動指 針
人間は面白い。
その面白い人間が作っているのが企業であり、また顧客です。
全ての経済原則、経営理論は、人の行動原理に基本があります。
人に興味を持とう。

新しいことはワクワクする。
技術革新や商品開発は顧客や市場を開拓すると同時に、人間も活性化します。
新しいことに興味を持とう。

未来を考えることは楽しい。
未来は子供たちのものです。
未来を考えれば、人も企業も自分だけでは生きて行けないことが分かります。
顧客の発展が無ければ、当社は富んでも長続きしません。
更に、社会に生かされなければ、人も企業も存続し得ません。
未来に興味を持とう。

一方、当社には1968年に制定した、社是〈必達〉が存在します。
上記の企業理念とともに、歴史ある社是〈必達〉を、誇りを持って遵守しています。

2016年1月改定

社 是

1、仕事は必ず目標を立てこれを必達しよう
1、正しい製品知識を身につけ製品普及のチャンスを積極的に求めよう
1、仕事を通じ製品を通じて会社の信用を更に高めよう
1、社会人として常に教養を高め反省を深める機会を持とう
1、仕事を通じて社会に貢献し大日精化を最高の企業体としよう

私たちはカラーエイジを担う大日精化の社員として
〈必達〉の社是のもとに誇りを持って仕事をすすめよう
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当社グループでは、統合報告書をステークホルダーの皆さまと
の大切なコミュニケーションツールと位置づけています。
本年度は、当社グループが目指す将来のありたい姿といかにして
それを実現していくのかを、事業方針、実現に向けた戦略と実績
などを財務、非財務の両面から報告し、ステークホルダーの皆さま
の期待と信頼を得られるよう努めています。なお、本報告書は、
取締役会での審議を経て、冊子や電子データとして開示しており、
監査法人による監査は受けておりません。

編集方針

CONTENTS

●  VRF（Value Reporting Foundation） 
「国際統合報告フレームワーク」
●  経済産業省 
「価値協創ガイダンス2.0」
●  GRI （Global Reporting Initiative） 
「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
●  国際標準化機構 
「ISO 26000」（社会的責任に関する手引き）

参考ガイドライン

2024年4月1日～2025年3月31日（2025年3月期）
※ただし、一部事柄については、本対象期間外の活動も含みます。

報告対象期間

前回：2024年9月　今回：2025年9月　次回：2026年9月予定
発行

当社グループを対象としています。

報告対象範囲
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